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ひきこもりの、現状

一歩、踏み出す

ひきこもり経験者や社会的な自立を手助けする人の思いに迫ります。

～社会的自立を目指して～

厚生労働省の定義によると、ひきこもりは狭義と広義に分類されます。

ひきこもりの人は、全国で 115万人いると言われています。
15～ 39歳では 54.1 万人、40～ 69歳では 61.3 万人です。
これは、約 100人に１人がひきこもりということを表しています。

100 人に１人がひきこもり

ひきこもりの定義はさまざま

１
０
０
人
に
１
人
と
言
わ
れ
、
決
し
て
珍
し
く
な
い
「
ひ
き
こ
も
り
」。

経
験
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
や
思
い
を
抱
え
て
い
ま
す
。

精
神
疾
患
、
仕
事
が
続
か
な
い
、
家
族
を
亡
く
し
て
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
・
・
・
な
ど
。

一
方
で
長
年
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
人
や
そ
の
家
族
が
、

支
援
機
関
に
相
談
し
た
こ
と
で
自
立
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

早
期
の
社
会
復
帰
を
目
指
す
た
め
に
も
、
専
門
機
関
へ
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
₀₆
（
６
１
７
０
）
１
２
８
０
へ

ひきこもりの平均年齢が高くなっている
【ひきこもりの年齢別割合】

【ひきこもりの平均年齢の推移】
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　64歳
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40 歳
～ 44歳

20歳
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30歳
～ 34歳

55歳
～ 59歳

35歳
～ 39歳

60歳
～ 64歳

　39 歳以下では、20
歳～ 29歳の割合が比較
的大きい。

　40 歳以上では、40
歳～ 44歳の働き盛りの
年代や高齢の人の割合も
比較的大きい。

■ ポイント

■ ポイント

　ひきこもりの平均年齢
は 35.2 歳と、過去最高
年齢を記録している。

■ ポイント
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▽会社や学校への所属を避ける状況
▽家族以外と６カ月以上関わらない状況

▽趣味などであれば他者と関わることができる状況（準ひきこもり）
▽生活困窮や精神疾患、障害などがあっても社会参加の程度により、
ひきこもりと考える場合がある

狭義のひきこもり

広義のひきこもり

【出展】内閣府政策統括官生活状況に関する調査報告書（2019.3）

【出展】内閣府政策統括官若者の生活に関する調査報告書（2016.9）

【出展】KHJ 全国ひきこもり家族会連合会（2019.3）ひきこもりの実態に関するアンケート調査報告書
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段階的な支援

家族相談

第一段階
家族支援

第二段階
個人支援

第三段階
集団への移行

第四段階
社会参加への移行

本人相談

就労支援など

相談支援機関では、本人の状態に合わせて段階的な支援を行います。

▽家族と電話相談
や面談で、家族と
本人の関わり方を
支援

▽家族内での努力
では効果が現れ
ず、専門的知識を
求める時期

▽本人が支援を
求め始める時期

▽本人面談

▽本人が就労ま
での準備、ボラ
ンティアなどへ
の参加を希望す
る時期
▽就労準備講座
や中間的就労で
ビジネスマナー、
農業体験などを
行う

▽本人が就労な
ど、社会参加を
希望する時期

▽就労を前提と
した企業体験
▽無料職業紹介

本
人
の
状
態

支
援
の
内
容

社会復帰への支援
多方面から支援

福祉事務所
　生活や福祉全般の支援
について相談を受け付け
ます。

就労支援機関
　個人の状態に合わせて、認定就
労訓練事業者、大阪地域職業訓練
センター、ハローワークなどと連
携した支援を行います。

生活困窮者
自立支援相談窓口
　市役所に設置されてい
る窓口で、社会参加や就
労支援を中心にサポート
を行います。

CSW（コミュニティ・
ソーシャルワーカー）
　社会福祉協議会に属す
る専門資格を持つ相談委
員が相談に応じます。
　校区福祉委員会、民生・
児童委員会など地域の関
係者と連携した支援を行
います。

自　
立

相　
談

母
の
死
と

親
戚
の
後
押
し

　

私
は
、
約
30
年
間

職
に
就
か
ず
母
の
年

金
や
貯
金
を
取
り
崩

し
て
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨

年
の
１
月
、
母
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
状
況
が

大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。ま
た
、親
戚
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、

市
役
所
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談

窓
口
に
行
き
ま
し
た
。

支
援
で
就
労
ス
キ
ル
習
得

　
窓
口
に
相
談
を
し
て
か
ら
は
、
就
労

準
備
事
業
や
中
間
的
就
労
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
農
業
体
験
を
経
験

し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
の
施
設
で
10
日
間
の
清
掃
業
務

を
通
じ
て
、
人
と
話
す
訓
練
や
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
間

的
就
労
に
移
行
し
、
約
半
年
間
、
同
じ

施
設
で
工
賃
を
も
ら
い
な
が
ら
働
き
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
半
年
間
の
中
で
、

農
業
体
験
に
参
加
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
に
も
参
加
し
た
り
し

て
、
就
職
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し

た
。

　
最
初
は
辛
か
っ
た
で
す
が
、
仕
事
や

生
活
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

目
の
前
の
仕
事
を
頑
張
る

　
現
在
は
、
週
５
日
、
京
都
市
内
の
ホ

テ
ル
で
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
や
ル
ー
ム
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
寡
黙
な
性
格
ゆ
え
に
、
お
客
様
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
が
守
ら
れ
る
点
が
評
価
さ

れ
、
今
で
は
グ
レ
ー
ド
の
高
い
部
屋
の

清
掃
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
間
的
就
労
で
学
ん
だ
清
掃
業

務
が
現
在
の
仕
事
で
も
非
常
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
覚

え
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
休

ま
ず
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
現
在
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

支援経験者（47歳）

要
因
は
３
種
類

　

ひ
き
こ
も
り
の
原

因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

大
き
く
分
け
る
と
「
生

物
学
的
要
因
」「
社
会

的
要
因
」「
心
的
要
因
」

に
分
類
で
き
ま
す
。

　

生
物
学
的
要
因
と

は
病
気
な
ど
の
精
神

疾
患
、
社
会
的
要
因
と
は
社
会
的
な
立

場
や
状
況
が
変
化
す
る
こ
と
、
受
験
や

就
職
の
失
敗
、
心
的
要
因
と
は
性
格
で

あ
っ
た
り
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

場
合
を
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
ひ
き
こ

も
り
状
態
を
招
き
ま
す
。

長
期
化
に
よ
る
問
題

　

問
題
の
一
つ
が
「
８
０
５
０
問
題
」

で
す
。
こ
れ
は
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
が

長
期
化
し
、
中
年
期
（
40
歳
〜
64
歳
）

の
ひ
き
こ
も
り
の
人
が
、
後
期
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
の
親
に
生
活
を
頼
っ
て
い

る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

親
の
年
金
な
ど
の
収
入
だ
け
で
は
、

子
ど
も
の
面
倒
を
見
れ
な
く
な
り
、
い

ず
れ
、
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
本
人
も
生

活
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
心
配
す
る
両
親
か
ら

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

家
族
や
友
人
を
ど
う
支
援
す
れ
ば

　
家
族
の
場
合
は
、
本
人
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
、

無
理
や
り
外
に
連
れ
出
そ
う
と
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
友
人
な
ど
が
、
ひ
き
こ

も
っ
た
背
景
が
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
状

況
で
支
援
し
て
し
ま
う
と
、
更
に
深
刻

な
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
専
門
機
関
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
専
門
知
識

が
な
い
と
、
支
援
を
進
め
て
い
く
中
で
、

自
立
に
向
け
た
話
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
わ
か
ら
ず
、
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
防
ぎ
、
早
期
復
帰
を
目
指

す
た
め
に
も
、
専
門
機
関
に
ま
ず
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

大阪府ひきこもり地域支援
センター職員
田上　貢　氏

自立支援を経て
ホテル清掃の仕事へ

ひきこもりの原因
は多種多様

　本人が抱える背景や状況を考慮しながら、各機関が連携を密にし
て支援を行います。

　相談支援機関による支援の流れや各機関との連携、ひきこ
もりの状況から自立した人や専門家の意見を紹介します。

e x p e r i e n c e  i n t e r v i e ws u p p o r t e r  i n t e r v i e w

本人

大阪府ひきこもり地域支援センター
　専門のコーディネーターが支援機関を対象として、
支援に必要な知識や情報を提供します。

支援機関を支援


